
※赤字は記載例

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

漁獲量 30 ㎏ 80 ㎏ 10 ㎏ 120 ㎏

金額 6,000 円 16,000 円 2,000 円 24,000 円

漁獲量 0 ㎏

金額 0 円

漁獲量 0 ㎏

金額 0 円

漁獲量 0 ㎏

金額 0 円

漁獲量 0 ㎏

金額 0 円

漁獲量 0 ㎏

金額 0 円

漁獲量 0 ㎏

金額 0 円

漁獲量 0 ㎏

金額 0 円

（参考様式２：共同漁業権関係）

沖縄県知事 殿 令和4年1月31日

 漁業法（昭和24年法律第247号）第90条第１項の規定に基づき、下記のとおり資源管理の状況等について報告します。
 なお、下記報告の内容については、併せて国及び都道府県が実施する水産資源の資源評価その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、国、都道府県等の関係機関へ提供することに同意します。

漁業権者
免許番号

（漁場番号）

備 考

１．資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況

①漁業関係法令の遵守状況
 漁業関係法令（漁業調整規則及び沖縄海区委員会指示を含む）は遵守されており、一切の違反はない。
②休漁日の設定、漁獲上限の設定、網目の拡大等の採捕の制限に関する取組の実施及び遵守状況
 第一種共同漁業については禁漁期やサイズ制限を、第二種共同漁業については禁漁期や漁具数、行使権者数の制限等を実施しており、遵守されている（別添：漁業権行使規則）。
 また、資源の減少が著しく、全面禁漁としている。（事例：ウニ、ナマコ、）
③共同漁業権に基づく定着性水産動物の種苗放流や産卵場の造成等資源の増殖に関する取り組み実施状況
 種苗放流を実施している。（事例：シャコガイ、ウニ、ナマコ、）
 育成・産卵場を造成している。（事例：あれば）

２．【漁業種類：第一種共同漁業】操業日数、漁獲量その他の漁場の活用状況

組合員
行使権者数

操業日数
漁獲量(㎏)
金額(円)

住 所 対象期間

○○漁業協同組合

沖縄県那覇市１－１－１

漁業の名称

総漁獲量

総水揚金額

120 kg

24,000 円

№ 合計

7 ナマコ 禁漁期

8 タコ 禁漁期

漁獲ゼロ
の理由

行使者数

共同第●号

令和３年１月～１２月

10 人 1,000 日

6 イセエビ

1 ヒトエグサ

2 モズク

3
ほかにあれば
海藻の名称

4
ほかにあれば
海藻の名称

5 ウニ

月毎の漁獲量及び金額

禁漁期

禁漁期

延べ操業日数。
１日操業であれば、延べ水揚回数でよい

漁場番号ごとに作成する。
複数の免許がある場合、シートをコピーして作成する。
漁場番号ごとに漁獲を分けることができない場合でも、「１．資源
管理の状況」「漁業の名称」「組合員行使権者数」は必ず記入し、
「漁獲は共同第●号に含まれる」と記入する。

①「行使者数」は、実際に行った組合員の人数
②漁獲がない場合、「漁獲ゼロの理由」に理由を記入
事例として「採る者がいない」「資源回復待ち」「全面禁漁」「行使
権者の休漁」「浜売り」「漁場環境悪化」「入域制限」など

漁業権行使規則で定める行使権
のある組合員の人数
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

漁獲量 0 ㎏

金額 0 円

漁獲量 0 ㎏

金額 0 円

漁獲量 0 ㎏

金額 0 円

漁獲量 0 ㎏

金額 0 円

漁獲量 0 ㎏

金額 0 円

漁獲量 0 ㎏

金額 0 円

漁獲量 0 ㎏

金額 0 円

漁獲量 0 ㎏

金額 0 円

ブダイ類 フエフキダイ類 ハタ類 アジ類 ○○ ガザミ その他

漁獲量 0 ㎏

金額 0 円

漁獲量 0 ㎏

金額 0 円

行使者数
漁獲ゼロ
の理由

行使者数
漁獲ゼロ
の理由

10 ヒロセガイ

11 タカセガイ

9

15
ほかにあれば
貝類の名称

12 ヤコウガイ

14 サザエ

合計

合計

組合員
行使権者数

操業日数
漁獲量(㎏)
金額(円)

15 人 60 日

３．【漁業種類：第二種共同漁業】操業日数、漁獲量その他の漁場の活用状況

16
ほかにあれば
貝類の名称

13 マガキガイ

シャコガイ

1 固定式刺網 5 人 50 日

2 かご網

月毎の漁獲量及び金額

№ 漁業の名称
主な魚種毎の漁獲量及び金額

２．（続き）

漁獲量(㎏)
金額(円)

備 考№ 漁業の名称
組合員

行使権者数
操業日数

禁漁期

備 考
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